
平成２７～２８年度

土器川における水害に強いまちづくり
ワークショップの成果

平成29年2月17日

土器川における水害に強いまちづくり検討会

資料－２

＜平成28年度＞ 検討体制と検討対象

• 検討組織と役割
● 香川地域継続検討協議会（既存組織）

・・・・香川地域における大規模災害を検討

◎メンバー：国地方支分部局、香川県、
香川県内全市町（8市9町）、
経済団体、香川大学、インフラ各社等

◎事務局 ：香川大学 四国危機管理教育・研究・
地域連携推進機構 企画調整室

◎設 立 ：平成24年5月31日

● 水害に強いまちづくり検討会（土器川大規模氾濫に関する減災対策協議会 幹事会）
・・・・土器川流域の防災・減災対策検討（アクションプラン検討、住民タイムライン検討など）

◎メンバー：香川大学 四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構、香川県（危機管理課、中讃土木事務所）、
丸亀市、坂出市、善通寺市、宇多津町、琴平町、多度津町、まんのう町、香川県防災士会、高松地方気象台、
四国地方整備局 香川河川国道事務所

◎事務局 ：四国地方整備局 香川河川国道事務所

● 水害に強いまちづくりワークショップ（住民参加型ワークショップの継続）
◎メンバー：モデル地区住民（地域コミュニティ役員、自主防災組織等）、香川県防災士会、丸亀市（危機管理課、建設課）

◎事務局 ：香川大学 四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構、四国地方整備局 香川河川国道事務所

・対象区域 ：モデル地区：土器川下流部右岸側（丸亀市土器町東・北）

・対象災害要因：複合災害（河川氾濫、内水氾濫、土砂災害）

地域住民を対象とした情報共有・意見集約

★ 土器川大規模氾濫に関する減災対策協議会
・・・・「土器川の減災に係る取組方針」の策定・フォローアップ

◎メンバー：丸亀市長、坂出市長、善通寺市長、宇多津町長、
琴平町長、多度津町長、まんのう町長、
香川県 危機管理課長、香川県 中讃土木事務所長、
高松地方気象台長、四国地方整備局 香川河川国道事務所長

◎アドバイザー：香川大学 四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構
危機管理先端教育研究センター長

◎事務局 ：四国地方整備局 香川河川国道事務所

住民意見
の反映

「土器川の減災に係る取組方針（案）」の提出 連携
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ワークショップの目的

■平成２６年度の検討成果
行政目線による災害警戒期～応急対策期
のアクションプラン（防災行動計画）

【テーマ１】住民目線での災害情報のあり方

【テーマ２】地域コミュニティの活性化と地域連携体
制の強化

【テーマ３】避難の実効性確保のためのハード・ソフ
ト整備

★大規模水害に関するタイムライン（防災行動計
画）の具体化

■平成25年度の検討成果
ワークショップ（ＷＳ）での住民意見を反映し
た大規模水害対策の「目標と戦略」

【目標】①「犠牲者ゼロ」、「被害の最小化」

②地域住民が自ら判断し助け合って、命の
安全を確保するための避難を実行

③安全な避難や復旧・復興に対して実効性
を確保

【戦略】①防災情報の充実

②地域コミュニティの活性化と地域連携体
制の強化

③安全な避難や復旧・復興に対して実効性
を確保するための施設整備

■平成２７年度ワークショップ

【目的】

・住民目線による災害警戒期のタイムライン（防災
行動計画）の作成

・“水害に強いまちづくり”のためのアイデア（重点対策）
の意見集約

【成果】
①自助・共助・公助の連携による安全な避難の実行

②地域住民と自治体が主体となった“水害に強いまちづ
くり”の展開（継続的な活動）

③関係者の信頼関係づくり（地域や防災関係者と知り合
うことができる）

■平成２８年度ワークショップ

【目的】

・住民目線による応急対策期のタイムライン（防災
行動計画）の作成

・“水害に強いまちづくり”のためのアイデア（重点対策）
の意見集約

【成果】
①自助・共助・公助の連携による発災後の防災行動（緊

急避難行動を含む）・応急復旧の実行
②③ 平成２７年度と同様
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「土器川大規模氾濫に関する
減災対策協議会」

第4回 ワークショップ

第5回 ワークショップ

第5回 検討会

・「応急対策期」
のタイムライン

第6回 検討会

ワークショップ
結果報告

事前説明会

・モデル地区での応急対策期のタイムライン、
アクションプラン【行動計画書（案）】の検討

・「取組方針」で連携して取り組む実施内容
の検討
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・タイムラインまとめ
・住民目線による重点対策

タイムライン（素案）

第1回 協議会

第2回 協議会

第1回 幹事会・防災関係機関の緊急活動内容の共有
・防災行動イメージの共有

・規約の制定
・減災の目標設定
・検討の進め方

・想定最大規模降雨の洪水
に対する今後の取組方針
「土器川の減災に係る取
組方針」の決定

第3回 協議会

・取組状況の共有

・更なる住民目線の取り
込み（フォローアップ）

6月1日

7月7日

11月16日（水）

8月29日

H29年度

平成28年10月29日（土）

11月23日（水）

平成29年
1月15日（日）

2月17日（金）

・毎年開催
・H32年目標

第2回 幹事会

8月10日

「土器川における水害に強いまちづくり検討会」

住民意見
の反映

・全体実施方針
の確認

・「取組方針」で
連携して取り
組む実施内容
の検討

「水害に強いまちづくり検討会」の継続検討H29年度

第4回 協議会
住民意見
の反映

H30年度

＜平成28年度＞ 水害に強いまちづくり検討の流れ
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山

保
育

所
へ

は
個

々
の

判
断

で
避

難
（
な
お
、
土

　
　
砂

災
害

の
危

険
が

あ
る
場

合
、
市

は
開

設
し
な
い
）

　
・
洪

水
が

堤
防

を
越

え
る
箇

所
が

わ
か

れ
ば

、
対

応
で
き

　
　
る
か

　
・
各

種
情

報
か

ら
適

切
な
判

断
が

で
き
る
よ
う
に
す
る

　
　
が

、
最

後
は

自
分

の
判

断
で
行

動

　
・
自

分
が

避
難

し
て
い
な
い
の

で
説

得
力

が
な
い
（
勧

め
　
　
に
く
い
）

　
・
避

難
勧

告
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
、
避

難
の

協
力
が

得
ら

　
　
れ

な
い
か

も

　
・
土

器
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

の
避

難
経

路
に
は

危
険

　
　
箇

所
が

多
い

　
・
学

校
か

ら
子

供
が

帰
る
、
ま
た
は

学
校

が
休

み
で
、

　
　
や

っ
と
避

難

　
・
土

器
川

の
水

位
状

況
が

避
難

判
断

の
大

き
な
要

素
　
　
（
台

風
情

報
だ
け
で
は

判
断

が
で
き
な
い
）

　
・
車

で
避

難
す
る
か

、
徒

歩
で
避

難
す
る
か

（
雨

の
状

　
　
況

、
距

離
、
時

間
に
よ
っ
て
変

わ
る
）

　
・
丸

亀
病

院
で
は

、
県

の
防

災
行

政
無

線
に
よ
り
、
災

害
　
　
情

報
の

収
受

が
可

能
（
土

器
川

の
情

報
は

遅
い
）



土器川モデル地区における災害警戒期の住民タイムライン（案）
※ H27年度ワークショップ（第１回～第３回ワークショップ）における参加者からの意見を集約し、自助・共助のタイムラインを並記してとりまとめた後、

第４回検討会の意見を踏まえて修正したもの

5

洪水
（土器川）

内水氾濫 土砂災害

２日前 上陸の
可能性

・猛烈な台風が上陸
の予想

２日前

・沖縄、九州、四国
へ接近の予想

・四国に上陸の予想

-２４ｈ -２４ｈ

・沖縄が暴風域に入
る

-１２ｈ 九州に
接近

-１２ｈ

-６ｈ 四国に
接近

・南海フェリー
　運休

-６ｈ

・JR土讃線（高知方
面）　運休

-５ｈ ・JR本四備讃線
　運休

-５ｈ

・瀬戸中央自動車道
通行止

-４ｈ ・JR土讃線（香川方
面）　運休

-４ｈ

・JR予讃線（香川方
面）　運休

・高松琴平電鉄
　運休

-３ｈ 四国に
上陸

避難勧告
（床上浸水）

-３ｈ

-２ｈ -２ｈ

-１ｈ -１ｈ

０ｈ ０ｈ

：避難の目安 ：緊急避難の目安

危険度
レベル

（土器川）
時間

危険情報 災害情報 丸亀市
ニュース
情報

(災害・交通)

地域住民

避難勧告等
の発令

自助
時間

台風
注意
報・
警報

洪水
予報

水防
警報

土砂
災害

河川
氾濫

内水
氾濫

土砂
災害

避難勧告等の発令基準 共助

地域コミュニティ（自治会、自主防災組織） 事業所

大雨
洪水
注意
報

（丸亀
市）

レ
ベ
ル
１

待機・
準備

・九州南部で大規模
な浸水被害と土砂災
害が発生

避難準備・
高齢者等
避難開始
（RT100mm）

大雨
洪水
警報
（丸亀
市）

内水
被害
発生
（床下
浸水）

避難準備・
高齢者等
避難開始
（床下浸水）

土砂
災害
警戒
情報
（丸亀
市）

避難勧告
（土砂災害
警戒情報）

内水
被害
発生
（床上
浸水）

・高知で大規模な浸
水被害と土砂災害が
発生

レ
ベ
ル
３

警
戒

氾濫
警戒
情報

避難準備・
高齢者等
避難開始
（避難判断
水位）

レ
ベ
ル
４

危
険

香川県
に

最接近

大雨
特別
警報
（丸亀
市）

氾濫
危険
情報

情報

レ
ベ
ル
２

注
意

氾濫
注意
情報

出動

土砂
災害
発生

避難勧告
（氾濫危険
水位）

避難指示
（緊急）
（大雨

特別警報）

レ
ベ
ル
５

氾濫
発生
情報

土器
川の
堤防
決壊

避難指示
（緊急）

（氾濫の発生）

避難指示
（緊急）

（土器川の堤防
決壊を予測）

時
間
軸

災
害
警
戒
期

早めに避難準

備・高齢者等避

難開始を発令

（夕方までに）

避難勧告を

発令

避難指示

（緊急）を

発令

強い雨

（どしゃ降り）

激しい雨

（バケツをひっくり

返したような雨）

非常に激しい雨

（滝のような雨）

・道路側溝が氾濫

・低平地の家屋が浸水

・安達川流入水路が

氾濫

・幹線道路（市道

土器線）が冠水

避

難

の

準

備

情

報

収
集

早

め

の

避

難

行
動

連
絡

体

制

の

確

保

避

難

行
動

職

場

の

水

防

活

動

Ｂ

Ｃ

Ｐ

の

確

認

Ｂ

Ｃ
Ｐ

対

応

／

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

と

の

連

携

＜家族との連絡／家族の安否確認＞
○家族に声かけ
○外出中の家族と連絡
○学校からの連絡確認
○家族の安否確認
○避難場所の確認

＜自宅の水防活動＞
○家の敷地周りや玄関・勝手口

の土のう積み
○外部面の建具の補強
○植木・ゴミ箱等の補強・移動

＜避難行動＞
【避難の目安】：激しい雨（大雨
洪水警報）、内水被害発生、土
砂災害警戒情報、避難勧告

○徒歩での安全な避難（マイ
カーでの移動は困難）

○避難先の判断
・安全な避難が可能な場合
  近くの避難所・一時避難場
所へ（３階建て以上のビル
など）
・夜遅い場合や避難路が浸
水して危険な場合
  垂直避難（２階への避難）

＜連絡体制の確保＞
○自治会長や自主防災組織に連絡
○学校からの連絡を確認
○連絡網の確認
○事業所との連携

＜ＢＣＰの確認＞
○会社の避難計画の確認
○夜間の対応
○停電時の対応
○来客者の対応
○救急車の受入の準備

＜災害時要配慮者への対応＞
○丸亀市からの災害時要配慮者の

情報開示
○名簿で避難困難者（体の不自由な

人・高齢者宅）の確認
○避難困難者への連絡

＜地域の水防活動／
危険箇所の見回り＞

○土のうの準備
○地域や危険箇所の見回り
○水防団による水防活動（堤防の弱

い箇所を注視）
○浸水箇所ではボートで巡回

＜近隣の呼びかけ／
近隣の安否確認＞

○隣り近所の声かけ
○近所の人の行動を相互確認
○近所の高齢者の安否確認
○各戸の避難状況の確認

＜避難所の開設準備／
避難所の運営＞

○住民の受入れ準備
○自治会長・自主防災組織と

連絡を取り、対応策を協議
○集会場を開放
○避難所の確認
○避難所の受入体制の対応
○避難スペースの確保

＜災害時要配慮者の
避難支援＞

○高齢者同士の助け合い
○自治会・自主防災組織を通

じて要配慮者の早期避難
○避難所の周知・案内
○香川県中讃保健福祉事務

所や丸亀病院を一時避難
場所として利用

○避難支援グッズ（人を背負う
リュック、折りたたみ式リア
カーなど）を利用

＜避難判断や避難誘導＞
【避難の目安】
・災害時要配慮者の場合：避
難準備情報

・健常者の場合：大雨洪水警
報、内水被害発生

○潮止堰の転倒により土器川
の出水を確認

○土器川の水位状況からの避
難判断

○報道による広域的な情報か
らの避難判断

○自主防災組織が避難判断を
行い、防災組織網を用いて、
避難行動を取るように伝達

○近隣住民の避難誘導
○緊急の場合は、一時避難場

所（３階建て以上のビルな
ど）への避難誘導

＜ＢＣＰ対応／地域
コミュニティとの連携＞

○ＢＣＰによる災害対応
○自宅待機している職

員に対して呼び出し
の判断

○協会員への周知・連
絡・情報伝達

○企業自治会や地域コ
ミュニティとの連携

○避難準備情報発令時、
会員企業と地域住民
に避難場所を周知

○丸亀病院は24時間受
入可能（住民も避難
可能）

＜職場の
水防活動＞

○内水被害の発
生状況に応じて
土のう積み

○業務として災害
復旧準備（避難
指示で避難）

＜職員との連絡
／職員の安否確認＞

○社員の所在確認・連絡・指示
○翌日の出勤の連絡
○社員（社外）の安否確認
○災害発生時には、職員へ安

否確認メールを発信
○県立の病院関係では連絡シ

ステムが整備済み

＜情報収集＞
○テレビ・ラジオ ○インターネット
○香川県防災情報メール ○携帯緊急速報メール
○友達グループ（ライン） ○家の周りの状況確認
○危険箇所の確認 ○被害状況の確認

＜避難の準備＞
○水・食料品・毛布等の確保
○非常持出品の点検
○家の戸じまり、片づけ
○家財を２階に移動
○避難場所・経路の確認

避

難

行

動

避

難

の

準

備

＜緊急避難行動＞
【避難の目安】：非常に激しい
雨（大雨特別警報）、土器川が
危険な状態（氾濫危険情報）、
避難指示

○逃げ遅れた場合は、垂直避
難（２階への避難）

注）土器川の堤防に近づくこと
や対岸への避難は危険

災

害

時

要

配

慮

者

の

避

難

支

援

避

難

判

断
や

避

難

誘
導

連携

災

害

時
要

配

慮

者

へ

の

対

応

＜設備対策＞
○会社施設の被害軽減
○設備（車など）の移動
○設備の飛散防止

設

備
対

策

避

難

判

断

や

避

難

誘

導

職

員

と

の

連

絡

／

職
員

の

安

否

確
認

＜避難判断や
避難誘導＞

【避難の目安】：低
平地での内水被害
発生

○垂直避難（２階
への避難）で対
応可

○１階建ての場合
（住民を含む）は
クリントピア丸亀
への避難誘導

○丸亀病院では、
県の防災行政
無線により、災
害情報の取得
が可能

自

宅

の

水

防

活

動

Ａ
ＣＢ

Ａ－１

Ａ－２

Ａ－３

Ａ－４

Ａ－６

Ａ－７

Ｂ－１

Ｂ－２

Ｂ－３

Ｂ－４

Ｂ－５

Ｂ－６

Ｂ－７

Ｃ－１

Ｃ－２

Ｃ－３

Ｃ－４

Ｃ－５

Ｃ－６

注）避難が必要な状況が夜間・早朝

と予測される場合は、暗くなるまで

に避難準備・高齢者等避難開始を

発令（避難勧告についても同様の

判断あり）

避

難

の

準

備

家
族

と

の

連

絡

／

家

族

の

安

否

確

認

自

宅

の

水

防

活

動

自

宅
の

水

防

活

動

注）リアルタイムで得

られる情報（①気象

情報や交通途絶情

報の広域的な情報、

②土器川水位や内

水被害の身近な情

報）をもとに判断

緊急避難
緊急避難 緊急避難

連携

連携連携

避

難

所

の

開

設

準

備

／
避

難

所

の

運
営

＜早めの避難行動＞
【避難の目安】：激しい雨の予
兆（台風が四国に接近）、避難
準備情報

○災害時要配慮者は避難
○家族で早目に避難
○マイカーでの広域避難
○避難先の判断
・低平地（浸水深３ｍ以上）
  安全な避難所へ（クリント
ピア丸亀、サポートセンター
など）
・土器川の堤防沿い   安全
な避難所へ（土器コミュニ
ティセンター、クリントピア丸
亀など）
・青ノ山の周辺   安全な避
難所へ（丸亀養護学校、サ
ポートセンターなど）
注）土砂災害の危険性があ
る場合、青ノ山保育所は避
難所として開設されない
・その他の地区（浸水深３ｍ
未満）   安全な避難所へ
の避難が原則、垂直避難
（２階への避難）でも可

地

域

の

水

防

活

動

／
危

険

箇

所

の
見

回

り
近

隣

の

呼

び
か

け

／

近

隣

の

安

否

確

認

行政からの情報伝達

行政からの情報伝達

行政からの情報伝達

Ａ－５



応
急
対
策
期
の
住
民
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（案

）の
住
民
意
見

（
H

28
W

S
よ
り
）

6

地
域

住
民

（
自

助
）

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
共

助
）

事
業

所
（
共

助
）

課
題

●
情

報
収

集
●

避
難

所
の

開
設

準
備

／
避

難
所

の
運

営
●

B
C
P
対

応
／

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

連
携

●
防

災
・
避

難
情

報
の

整
理

　
・
避

難
中

、
避

難
後

で
情

報
内

容
を
分

類

　
・
避

難
所

で
の

名
簿

を
作

成
す
る

　
・
「
解

除
」
を
境

に
避

難
所

の
運

営
方

法
が

異
な
る

●
緊

急
避

難
行

動
　
・
新

開
地

区
は

避
難

所
を
3
日

以
上

運
営

す
る

　
・
売

店
の

協
力

事
業

者
と
協

定
を
結

ぶ
　
・
食

料
や

薬
等

の
「
確

保
」
と
「
調

達
」
の

違
い
と
は

？
　
・
近
く
に
避
難
所
を
想
定
し
、
日
頃
か
ら
確
認

し
て
お
く

　
・
避
難
勧
告
か
ら
避
難
指
示
ま
で
が

3
0
分
し
か
な
い

　
・
近

く
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携

　
・
堤

防
決

壊
後

の
誘

導
は

危
険

　
・
国

道
よ
り
南

へ
逃

げ
る
（
1
1
号

線
は

O
K
）

　
・
保

守
点

検
委

託
業

者
に
設

備
の

点
検

依
頼

　
・
何

ヶ
所

か
避

難
所

を
確

保
し
て
お
く

　
・
早

め
に
南

（
飯

野
山

）
へ

避
難

●
連

絡
網

の
再

確
認

／
連

絡
体

制
の

再
強

化
　
・
連

携
に
は

情
報

収
集

が
必

要
●

リ
ア
ル

タ
イ
ム

情
報

の
伝

達
　
・
堤

防
決

壊
後

の
避

難
は

難
し
い

　
・
連

絡
体

制
を
再

構
築

　
・
堤

防
決

壊
情

報
の

正
確

性
（
リ
ア
ル

タ
イ
ム

）
　
・
白
旗
で
S
O
S
の
連
絡

●
被

災
者

の
生

活
　
・
対

策
本

部
で
連

絡
網

の
修

正
・
確

認
　
・
住

民
へ

の
情

報
は

確
実

に
伝

わ
る
の

か
？

　
・
避
難
所
内
で
の
福
祉
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

　
・
防

災
無

線
が

聞
こ
え
な
い

●
情

報
収

集
・
発

信
／

地
域

住
民

の
安

否
確

認
　
・
高

齢
者

は
ツ
イ
ッ
タ
ー
が

使
え
な
い

●
避

難
に
関

す
る
協

力
・
連

携
　
・
避

難
所

内
の

情
報

公
開

　
・
自

治
会

員
へ

の
周

知
方

法
●

自
治

会
未

加
入

者
と
の

連
携

●
避

難
所

判
断

や
避

難
誘

導
／

緊
急

避
難

誘
導

　
・
決

壊
後

の
誘

導
は

危
険

　
・
要

配
慮

者
の

避
難

の
確

保
　
・
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
高
い
建
物
へ
避
難

●
災

害
時

要
配

慮
者

の
把

握
・
情

報
共

有
　
・
独

居
老

人
の

情
報

の
公

開
方

法
●

安
全

・
防

犯
活

動
　
・
民

生
委

員
同

士
の

協
力

体
制

を
強

化
す
る

　
・
P
D
C
A
の

意
識

●
災

害
時

要
配

慮
者

や
被

災
者

へ
の

対
応

　
・
要

配
慮

者
の

事
後

の
確

認
●

救
助

・
救

出
要

請
の

連
絡
・
把

握
　
・
ボ
ー
ト
の

準
備

　
・
救

助
の

連
絡

方
法

　
・
地

域
住

民
に
独

居
老

人
の

対
応

を
依

頼
す
る

　
・
要

救
助

者
の

把
握

●
避

難
所

の
安

全
点

検
　
・
避

難
所

の
応

急
度

判
定

の
確

認

●
土

器
川

の
被

害
特

性
の

把
握

　
・
東

岸
決

壊
の

後
、
西

岸
の
内

水
氾

濫
は

考
え
ら
れ

　
　
な
い

　
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の

「
解

除
」
～
「
3
日

後
」
を
充

実
　
　
さ
せ

る

　
・
堤

防
決

壊
前

に
避

難
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が

、
　
　
ど
こ
が

決
壊

す
る
か

わ
か
ら
な
い

　
・
自

宅
が

平
屋

の
場

合
や

垂
直

避
難

が
困

難
な
場

合
　
　
は

、
近

隣
住

民
と
連

携
す
る
こ
と
を
事

前
に
話

し
　
　
合

う

　
・
住

宅
メ
ー
カ
ー
が

自
治

会
加

入
を
勧

め
る
等

の
　
　
協

力
が

必
要

　
・
地

区
防

災
計

画
や

避
難

所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

　
　
事

前
に
準

備
す
る

　
・
民

生
委

員
が

少
な
い
た
め
、
民

生
委

員
だ
け
で
な
く

　
　
隣
近
所
で
の
助
け
合
い
が
必

要

　
・
食

料
品

等
に
つ
い
て
も
協

定
を
結

び
、
事

業
者

に
　
　
協

力
を
要

請
す
る

　
・
自

治
会

の
連

絡
網

を
活

用
し
、
事

前
に
連

絡
網
を

　
　
作

成
す
る

　
・
行

政
が

ア
レ
ル

ギ
ー
対

応
の

食
料

を
確

保
し
て

　
　
い
る

　
・
家

族
の

安
否

確
認

と
自

治
会

で
の

被
災

情
報

の
　
　
突

合

　
・
自
治
会
未
加
入
者

（
借
家
住
ま
い
の
住
民
）
に
対

し
　
　
て
の

呼
び
か

け

　
・
逃

げ
遅

れ
た
場

合
、
3
日

以
上

の
食

料
等

や
避

難
　
　
場

所
を
確

保

　
・
青

ノ
山

は
狭

く
、
土

砂
崩

れ
の

危
険

も
あ
る
た
め
、

　
　
逃

げ
遅

れ
た
場

合
は

青
ノ
山

へ
は

行
け
な
い

　
・
避

難
場

所
に
よ
っ
て
は

、
土

砂
災

害
の

情
報

　
　
が

必
要

　
・
避

難
所

に
入

れ
な
い
時

の
た
め
に
事

前
に
臨

時
　
　
避

難
所

を
確

認
す
る

　
・
避

難
所

運
営

訓
練

の
計

画
、
地

域
で
の

配
置
割

り
　
　
を
事

前
に
行

う
　
・
内

水
氾

濫
を
表

記
す
る
際
は

古
子

川
や

清
水

川
等

　
　
の

支
川

名
を
記

載
す
る

　
・
河

川
氾

濫
よ
り
内

水
氾

濫
の

方
が

早
い
こ
と
を

　
　
明

示
す
る

　
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
「
堤
防
決
壊
」
～
「
解
除
」
で
分

け
る

　
　
べ

き

　
・
事

前
に
他

地
区

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
連

携
　
　
す
る

　
・
民
間
企
業
等
の
建
物
を
使
用
す
る
申
し
出

を
行

い
、

　
　
一

時
避

難
所

を
増

や
す

　
・
下

水
道

が
壊

れ
た
場

合
の

仮
設

ト
イ
レ
の

リ
ー
ス

　
　
検

討

　
・
独

居
老

人
等

、
逃

げ
遅

れ
の

高
齢

者
の

有
無
等

　
　
を
確

認
　
・
要

配
慮

者
の

名
簿

を
作

成
し
、
地

域
で
情

報
を

　
　
共

有
す
る

　
・
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保

護
の

た
め
、
独

居
老

人
等

の
　
　
名

簿
が

入
手

困
難

　
・
自

治
会

未
加

入
者

へ
の

対
応

が
必

要
（
自

治
会

　
　
未
加
入
者
に
助
け
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
）

　
・
民

政
委

員
と
連

携
し
、
要

配
慮

者
の

情
報

を
収
集

　
　
す
る



土器川モデル地区における応急対策期の住民タイムライン（案）
※ H28年度ワークショップ（第４回～第５回ワークショップ）における参加者からの意見を集約し、自助・共助のタイムラインを並記してとりまとめたもの

7

洪水
（土器川）

内水氾濫 土砂災害

-１ｈ -１ｈ

避難指示
（緊急）

（氾濫の発生）

レベル５

０ｈ ・土器川で堤防の決
壊が発生

０ｈ

・屋根に取り残された
孤立者をヘリコプター
で救出

・多数の孤立者を自
衛隊がボートで救出

解消

・昼夜を徹した緊急排
水活動により浸水解
消

・ライフラインが遮断さ
れ、まだ復旧の目途
が立っていない

・多数の住民が避難
所での生活を余儀なく
されている

応急
復旧

応急
復旧

時
間
軸

災
害
警
戒
期

応
急
対
策
期

避難指示
（緊急）

（土器川の堤防
決壊を予測）

レ
ベ
ル
４

危
険

香川県
に

最接近

大雨
特別
警報
（丸亀
市）

氾濫
危険
情報

情報 土砂
災害
警戒
情報

（丸亀市）

約
3
日
後

約
10
日
後

・堤防が決壊した箇
所では、家が流され、
連絡が取れなくなって
いる人がいる

台風
通過

土器
川の
堤防
決壊

氾濫
発生
情報

約
1
日
後

河川
氾濫

約
3
日
後

約
1
日
後

時間

約
10
日
後

内水
氾濫

土砂
災害

避難勧告等の発令基準 共助

地域コミュニティ（自治会、自主防災組織） 事業所

避難指示
（緊急）
（大雨

特別警報）

内水
被害
発生
（床上
浸水）

・香川で大規模な浸水
被害と土砂災害が発
生

土砂
災害
発生

避難勧告
（氾濫危険

水位）

●：事前準備が必要な防災行動

危険度
レベル

（土器川）
時間

危険情報 災害情報

ニュース
情報

(災害・交通)

地域住民

自助

丸亀市

避難勧告等
の発令

台風
注意
報・
警報

洪水
予報

水防
警報

土砂
災害

＜水害廃棄物等
の処理＞
○事業所周辺で
の廃材処分の
協力（ガレキの
整理）

○泥の排除

Ｃ－６

＜職員の安否確認＞
○職員の安否確認

○勤務先への安否等の連絡

＜災害物資の搬出＞
○災害物資の搬出
○地域の被災状況の確認

Ｃ－３

Ｃ－４

＜連絡網の再確認＞
●連絡網の再構築（自治会の連絡網を活用）

●状況に応じた連絡先・方法
＜連携体制の再強化＞

●自主防災組織や自治会への積極的な参加
●必要なニーズ（要望、作業）のまとめ

●自主防災組織としての支援体制の組立
＜避難所運営（役割分担、健康管理、物資補給等）＞
●避難所運営を円滑にするため、事前に役割表の作成
●避難所での組織作り・役割分担（防犯、衛生、物資等）
●自治会単位で必要な食料の把握（自治会間で融通）
○必要な支援の確認と準備
○避難者の確認、名簿作成（避難者数、皆で誰がいない
か確認）

●避難所でのリーダーの決定

○必要物資の状況確認・追加補充
○避難所での炊き出し（温かい食料の配布）

○入浴施設、温水シャワー場、簡易トイレ等の設置・増設
○ペットの健康チェック対応

○避難所でのプライバシー確保（ルール作り、パーテーショ

ン、女性や子供への配慮等）
○メンタルヘルスケア（ストレスへの対応、ケースワーカー

の準備）
●非常用自家発電機の燃料補充

●地域での配置割り

○「解除」を境に避難所の運営方法を変更

●何ヶ所か避難所を確保
●近くに避難所を想定し、日頃から確認

○近くのコミュニティセンターとの連携

職
員
の
安
否
確
認

避難指示（緊急）

を発令

非常に激しい雨
（滝のような雨）

＜避難判断や避難誘導＞
【避難の目安】
・災害時要配慮者の場合：避難準備情報
・健常者の場合：大雨洪水警報、内水被害発生

○潮止堰の転倒により土器川の出水を確認

○土器川の水位状況からの避難判断
○報道による広域的な情報からの避難判断

○自主防災組織が避難判断を行い、防災組織網を用いて、
避難行動を取るように伝達

○近隣住民の避難誘導

○緊急の場合は、一時避難場所（３階建て以上のビルな

ど）への避難誘導
○堤防決壊前に避難誘導（堤防決壊後は危険）
○災害時要配慮者の安全の確保

＜緊急避難行動＞
【避難の目安】：非常に激しい雨
（大雨特別警報）、土器川が危険
な状態（氾濫危険情報）、避難指
示

○家族全員で、青ノ山を目指して

移動（土砂災害の危険がない
場合）

○逃げ遅れた場合は、垂直避難
（２階への避難）

●逃げ遅れた場合は、3日以上
の食料等や避難場所を確保

○国道11号より南へ逃げる
○孤立した場合は、SOS連絡
注）土器川の堤防に近づくことや
対岸への避難は危険

Ａ

行政からの情報伝達

ＣＢ

情
報
収
集
・伝
達

救
命
・救
助
活
動
／
緊
急
排
水
活
動
／
緊
急
輸
送
活
動

土
木
施
設
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
の
応
急
復
旧

水
害
廃
棄
物
等
の
処
理

情
報
収
集
・発
信
／
地
域
住
民
の
安
否
確
認

水
防
団
や
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
救
命
・救
助
活
動

連
絡
網
の
再
確
認
／
連
携
体
制
の
再
強
化
／
避
難
所
運
営

水
害
廃
棄
物
等
の
処
理

情
報
収
集

家
族
と
の
連
絡
／
家
族
の
安
否
確
認

緊
急
避
難
行
動

情
報
収
集

家
族
の
安
否
確
認

被
災
者
の
生
活

避
難
所
の
開
設
準
備
／
避
難
所
の
運
営

近
隣
の
呼
び
か
け
／
近
隣
の
安
否
確
認

避
難
判
断
や
避
難
誘
導

災
害
時
要
配
慮
者
や
被
災
者
へ
の
対
応

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携

職
員
と
の
連
絡
／
職
員
の
安
否
確
認

避
難
判
断
や
避
難
誘
導

広
域
的
応
援
／
広
報
活
動

住
宅
応
急
確
保
／
社
会
秩
序
維
持
／
文
教
対
策

＜情報収集（被害状況、自宅や

周辺の状況、生活情報等）＞
○テレビ・ラジオ

○家の状況確認（浸水状況等）
○生活確保のための情報収集

●避難ルートの状況確認（逃げ
遅れた場合）

○被害状況の確認

○田畑の確認
○自宅の被害状況を確認し、対

応を検討

○自宅の安全を確認した後、周
辺の状況を確認

○避難中、避難後で情報を分類
●避難所に入れない時のために
事前に臨時避難所を確認

＜災害時要配慮者や被災者への対応＞
○逃げ遅れた災害時要配慮者の確認・救援（水が

引けた後の確認）
●自治会にて独居老人宅を訪問（事前に名簿リス

ト作成）
○行政等へ要請し、災害時要配慮者を病院へ搬

送

●近所の高齢者だけの家庭への声かけ

○自治会員の健康状態の確認（看護師等の専門
士を派遣）

○単身（高齢）世帯への応援・協力（住宅の片付け
等）

○コミュニティ組織として外国人・観光客等の対
応・協力（行政や事業所にサポート要望）

○被災した個人宅の復旧の手伝い（近所の助け

合い）
●車両の整備、燃料の確保

○余裕ができればボランティアへ参加（ボランティ
アセンターに登録）

●民政委員と連携し、要配慮者の情報を収集

○自治会未加入者への対応（助け合い）

＜安全・防犯活動＞
○自治会で役割分担して、地域や避難所のパト

ロール（盗難防止）
●通学路の確認

＜情報収集・発信（浸水状況、被害状況等）＞
○自治会内や地区住民の被災状況の確認・調査

○浸水状況や排水状況の確認（排水路の点検）
○自治会役員からの情報収集

○情報を取得し、今後の推測
○Ｔｗｉｔｔｅｒで救助要請

○各戸の情報の明示（ＳＯＳサイン）
○避難所内の情報公開

○自治会未加入者に対して呼びかけ

＜地域住民の安否確認＞
○自治会員や近隣者の安否確認

○地域の安全・状況確認（家の状況、浸水の有無・程度、

避難状況等）

防災関係機関と丸亀市の応急対策活動

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携

救
援
活
動
／
医
療
福
祉
・保
健
衛
生
活
動

＜設備の
応急復旧＞

○業務として設備
の応急復旧

連携

自
宅
の
片
付
け
・修
理

安
全
・防
犯
活
動

避
難
者
等
へ
の
対
応
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入

設

備
の

応
急

復
旧

災

害
物

資
の

搬

出

水
害
廃
棄
物
等
の
処
理

Ａ－１

Ａ－３

Ａ－５

Ｂ－１

Ｂ－３

Ｂ－２

Ｂ－５

Ｂ－６

Ｃ－２

可
能
で
あ
れ
ば
継
続

可
能
で
あ
れ
ば
継
続
（自
助
優
先
）

可
能
で
あ
れ
ば
実
行

可
能
で
あ
れ
ば
実
行

可
能
で
あ
れ
ば
実
行

＜ＢＣＰ対応＞

○職場の被害状況の把握
○本庁・本社へ必要な応援

の要請

○登庁（出社）要請（人員の
把握・調整）

○不足する薬品の要請
（契約業者への要望）

○職場への連絡、今後の出
勤

○重症患者の移送検討

○企業の社屋を一時避難所

として使用（事業者への要
望）

○食料品等について協定事
業者に協力要請

○病院内の売店と協力
（契約業者への要望）

○下水道が壊れた場合の仮
設トイレのリース検討

●保守点検委託業者に設備

の点検依頼
＜地域コミュニティとの

連携＞
○病院（事業所）に来られた

住民の対応

●他地区のコミュニティセン

ターと連携

＜家族の安否確認＞
○家族の安否確認
○出かけている子供に連絡（安
全な場所に居るように伝達）

○仕事に行っている家族の状況
確認

○親戚に状況報告

Ａ－２

＜自宅の片付け・修理＞
○自宅の片付け
○家の中の不要品を外へ搬出
○家屋の修理
○復旧の準備、資金の調達

Ａ－４

＜水防団や自主防災組織による救命・救助活動＞
○自主防災活動の開始
○他の自主防災組織の救助検討
○行政へ避難している場所の状況を伝達
○数人の集団で孤立している場合など救助支援（ＳＯＳサ
イン）

Ｂ－４

＜水害廃棄物等の処理＞
○自治会内での廃材処分の協力（ガレキの整理、
ボランティアに要請）

○泥の排除

Ｂ－７

＜避難判断や避難誘導＞
【避難の目安】：低平地での内
水被害発生

○垂直避難（２階への避難）で
対応可

○１階建ての場合（住民を含
む）はクリントピア丸亀への
避難誘導

○丸亀病院では、県の防災行
政無線により、災害情報の
取得が可能

Ｃ－１

Ｃ－５

＜被災者の生活（避難所生活、
健康管理、物資調達等）＞

○避難所へ避難袋（食料、水、
薬）を持参

○親戚の家に避難

○家族の安全な避難場所を確
保（寝る場所、食事など）

○家族の健康状態
○自身の健康診断

○水・食料の確保
○常備薬の確保（かかりつけ医

院との連携）
○風呂・トイレ・衣類の確保

○寝る場所の確保（自家用車で
寝る、避難所ではゆっくり寝ら

れない）
○自宅から運び出せるもの（食

料・衣類）の搬出
○自宅にある備蓄品を避難所へ

持参
○子供は市外の学校なので、通

学できそうなら行かせる

○長期間の避難所生活
○避難所内での福祉スペースの

確保
○行政がアレルギー対応の食

料を確保

危険がなくなったと

判断した時点で解除

危険がなくなったと

判断した時点で解除



検
討

テ
ー
マ

重
点

対
策

＜
Ｈ
２
６
検

討
＞

公
助

（
行

政
）
に
よ
る
具
体
的

な
行
動
内

容
（
準
備
・
手
順
）

＜
Ｈ
２
７
～

Ｈ
２
８
検
討

＞
共

助
（
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
事
業

所
）
に
よ
る
具
体
的

な
行
動
内

容
（
準
備
・
活
動
）

テ
ー
マ
１

【
情
報

】

住
民

目
線
で

の
災

害
情
報

の
あ
り
方

１
）
土

器
川

水
位

・
危
険

情
報
表

示
板

の
設

置
①

下
流

で
の

基
準

水
位

観
測

所
（丸

亀
橋

）の
設
定

②
避

難
時

間
を
確

保
す
る
た
め
の

水
位

予
測
手
法

の
検

討
（土

器
川

本
川

お
よ
び
支
川
）

③
危

険
情

報
の

表
示

方
法

の
検

討

２
）
一

時
避

難
場

所
（３

階
建

て
以

上
）
の

設
定

①
事

前
調

査
：
３
階

建
て
以

上
の
建

物
調
査

②
現

地
調

査
：
住

民
意

見
の

聞
き
取

り
調
査

、
ま
ち
歩

き

③
一

時
避

難
場

所
の

設
定

テ
ー
マ
２

【
連
携

】

地
域

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の

活
性

化
と
地
域
連

携
体

制
の
強

化

３
）
防

災
士

等
と
連

携
し
た
地
域

防
災

リ
ー
ダ
ー
育

成
、
地

域
防

災
力

向
上

の
仕

組
み

づ
く
り

①
地

域
防

災
リ
ー
ダ
ー
の

人
選

②
地

域
防

災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成

③
地

域
防

災
力

向
上

の
仕

組
み

づ
く
り

④
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

組
織

体
制

の
見
直

し
⑤
交
流
活
動
の
実
施
／
イ
ベ
ン
ト
の
活
用

⑥
広
報
活
動
の
実
施
／
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

４
）
防

災
関

係
機

関
と
地

域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が

連
携

し
た
防

災
教

育
・

訓
練
の
仕
組
み
づ
く
り

①
防

災
担

当
の

配
置

②
防

災
教

育
の

実
施

③
防

災
訓

練
の

実
施

④
防

災
活

動
・
防

災
訓

練
の

実
施

⑤
交

流
会

・
勉

強
会

の
実
施

５
）
災

害
時

要
配

慮
者
や
避

難
者

の
避

難
支

援
体

制
の

整
備

①
災

害
時

要
配

慮
者

リ
ス
ト
の

整
備

②
地

域
連

携
に
よ
る
対

応
③

災
害

時
要

配
慮

者
の

定
義

④
災

害
時

要
配

慮
者

の
情

報
開

示
・把

握
⑤

支
援

体
制

の
確

立
／

支
援
者

の
確
保

⑥
災

害
要

配
慮

者
の

避
難

支
援

方
法

⑦
災

害
時

要
配

慮
者

へ
の

防
災

学
習

⑧
自

主
防

災
組

織
の

体
制

づ
く
り

⑨
連

絡
体

制
・
連

絡
手

段
の

確
保

⑩
避

難
の

た
め
の

事
前
準
備

⑪
避

難
所

運
営

訓
練

の
実

施
⑫

避
難

所
の

運
営

方
法
／

避
難

所
で
の

支
援

⑬
避

難
所

で
の

必
要

物
の

準
備

・持
込

⑭
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主

体
の

避
難

所
運
営

⑮
災
害
時
要
配
慮
者
と
の
交
流
活
動

⑯
S
O
S
カ
ー
ド
の
配
布

６
）
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

自
主

防
災

組
織

の
横

の
連

携
体

制
（連

絡
体

制
）
の

強
化

①
連

絡
網

・
連

絡
手

段
の
確

保
②

学
校

や
事

業
所

と
の
連

携
③

役
割

分
担

の
設

定
／

担
当
者

の
確
保

④
他
組
織
と
の
連
携

⑤
地

区
防

災
計

画
の

作
成

⑥
医

療
・
行

政
・
防

災
関
係

者
と
の

連
携

⑦
防

災
活

動
・
防

災
訓

練
の

実
施

⑧
自

主
防

災
組

織
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応

援

７
）
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

自
主

防
災

組
織

を
活

性
化

す
る
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り

①
自
治
会
に
加
入
し
て
い
な
い
住
民
へ
の
対
応
／
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
対
応

８
）
防

災
関

係
機

関
と
地

域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が

連
携

し
た
情

報
共

有
の
仕
組
み
づ
く
り

①
事

前
事

後
情

報
の

共
有

手
段

・内
容

の
詳

細
設
定

②
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

情
報

伝
達

体
制
づ
く
り

③
地

域
情

報
の

周
知

④
複

数
の

情
報

伝
達

手
段

の
確

保
⑤

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の

作
成

／
メ
ー
ル

に
よ
る
一

斉
配

信
⑥
地
域
と
行
政
と
の
双
方
向
の
連
絡

⑦
情
報
伝
達
訓
練
の
実
施

⑧
イ
ベ
ン
ト
や
広
報
誌
の
活
用

⑨
情
報
の
管
理
体
制
の
確
立

９
）
事

業
所

と
の

連
携

強
化

（物
資
・

食
料

、
災

害
時

対
応

協
定

等
）

①
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連

携
し
て
事

業
所

の
活

動
支

援
②

協
議

会
の

設
置

③
資

機
材

や
場

所
の

提
供

④
避

難
支

援
・
避

難
誘

導
の

方
法

⑤
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対

応
と
地

域
支
援

の
配

分
調
整

⑥
災

害
復

旧
の

支
援

注
）
赤

字
は

、
H
2
7
検

討
を
踏

ま
え
て
追

加
し
た
重

点
対

策
注

）
青

字
は

、
H
2
8
検

討
を
踏

ま
え
て
追

加
し
た
行

動
内

容

公
助
（
行
政
）
と
共
助
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の
重
点
対
策
ま
と
め

・
H
2
6
検

討
「
公

助
の

重
点

対
策

」
は

、
5
2個

の
対

策
案

の
中

か
ら
検

討
部

会
（
自

治
体

職
員

）
で
選

出
し
た
重

点
対

策
。

・
H
2
7
、
H
2
8
検

討
「
共

助
の

重
点

対
策

」は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

住
民

意
見

を
踏

ま
え
て
選

出
し
た
重

点
対

策
。

・
「
共

助
の

重
点

対
策

」
は

、
地

域
連

携
強

化
の

重
要

な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
今

後
、
公

助
の

立
場

か
ら
行

政
が

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支

援
す
る
た
め
、
具

体
的

な
取

り
組

み
の

計
画

・
実

施
が

必
要

。

8



検
討

テ
ー
マ

重
点

対
策

具
体

的
な
行

動
内

容
（
準

備
・
手

順
）

テ
ー
マ
１

【
情

報
】

住
民

目
線

で
の

災
害

情
報

の
あ
り
方

１
）
土

器
川

水
位

・
危

険
情

報
表

示
板

の
設

置
①

下
流

で
の

基
準

水
位

観
測

所
（丸

亀
橋

）
の

設
定

②
避

難
時

間
を
確

保
す
る
た
め
の

水
位

予
測

手
法

の
検

討
（
土

器
川

本
川

お
よ
び
支

川
）

③
危

険
情

報
の

表
示

方
法

の
検

討
■

水
位

情
報

等
の

危
険
情

報
を
自

宅
等

で
見

ら
れ

る
仕

組
み

（C
C
TV

や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
の
情
報
提
供
な
ど
）

■
土

器
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

の
危

険
情

報
表

示
板

の
設
置

■
宇

多
津

ゴ
ー
ル

ド
タ
ワ
ー
の

よ
う
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
色

表
示

■
“
か

が
わ

防
災

ポ
ー
タ
ル

”で
の

情
報

提
供
（
広
報

活
動
）

２
）
一

時
避

難
場

所
（
３
階

建
て
以

上
）
の

設
定

①
事

前
調

査
：
３
階

建
て
以

上
の

建
物

調
査

②
現

地
調

査
：
住

民
意

見
の

聞
き
取

り
調

査
、
ま
ち
歩

き
③

一
時

避
難

場
所

の
設

定
■

公
共

機
関

の
建

物
は
す
べ

て
設

定
（協

力
依
頼

）
■

一
時

避
難
所

に
指
定

さ
れ

た
施

設
へ

の
優
遇

措
置
（
必
要

に
応
じ
て
備
蓄

、
器

具
等

の
提
供

）

テ
ー
マ
２

【
連

携
】

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活

性
化

と
地

域
連

携
体

制
の

強
化

３
）
防

災
士

等
と
連

携
し
た

地
域

防
災

リ
ー
ダ
ー
育

成
、
地

域
防

災
力

向
上

の
仕

組
み

づ
く
り

①
地

域
防

災
リ
ー
ダ
ー
の

人
選

■
人

材
の

発
掘

（
出

前
講
座

等
に
よ
る
意
識

啓
発
）

■
警

察
、
自

衛
隊

、
市

職
員

、
消

防
団

等
の

防
災

に
関

わ
っ
て
き
た
Ｏ
Ｂ
や

防
災

エ
キ
ス
パ

ー
ト
、

水
防

専
門

家
等

の
協

力
■

地
区

単
位

で
の

、
現

時
点

で
リ
ー
ダ
ー
に
成

り
得

る
人

材
の
把

握

②
地

域
防

災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成

■
香

川
大

学
で
の

防
災
士

養
成

講
座

や
四
国

防
災
・
危
機

管
理
特

別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

受
講

■
防

災
士

や
防

災
・
危
機

管
理
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

取
得

・
活

用
の

仕
組

み
づ
く
り
（
市
認

定
に
よ
る
地

域
防

災
リ
ー
ダ
ー
化

）

③
地

域
防

災
力

向
上

の
仕

組
み

づ
く
り

■
防

災
士

等
の

有
資

格
者

の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
仕

組
み

づ
く
り
の

協
議

■
公

募
形

式
に
よ
る
地

域
で
の

取
り
組

み
の
支

援
事
業

（防
災

教
育

講
座
を
受

講
す
る
と
採
択
に
有
利
な
ど
）

４
）
防

災
関

係
機

関
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

連
携

し
た
防

災
教

育
・
訓

練
の

仕
組

み
づ
く
り

①
防

災
担

当
の

配
置

■
市

職
員

で
の

ま
ち
づ
く
り
防
災

担
当
（
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担

当
）の

配
置

■
自

治
会

毎
の

防
災
担

当
の
配

置
■

自
主

防
災
組

織
会

長
を
自

治
会

長
と
は
別
に
選
任

②
防

災
教

育
の

実
施

■
出

前
講

座
等

に
よ
る
防

災
教

育
■

防
災

士
、
河

川
管

理
者

、
消

防
、
教

育
機

関
等

が
連

携
し
た
防

災
教

育

③
防

災
訓

練
の

実
施

■
小

学
校

と
の

協
働

に
よ
る
防
災

訓
練

■
土

器
川

水
防
演

習
（H

28
年

度
に
実

施
予

定
）へ

の
地

域
の
参

加

５
）
災

害
時

要
配

慮
者

の
避

難
支

援
体

制
の

整
備

①
災

害
時

要
配

慮
者

リ
ス
ト
の

整
備

■
災

害
時

要
援

護
者

名
簿

（避
難
行

動
要
支

援
者
名

簿
に
移

行
）の

有
効

活
用

■
自

治
会

に
入

っ
て
い
な
い
住

民
へ

の
対

応
■

地
域

毎
で
の

支
援

者
（
誰
が
誰
を
助
け
る
の
か
の
役
割
・担

当
）の

設
定

②
地

域
連

携
に
よ
る
対

応
■

自
主

防
災

組
織

、
自
治

会
、
民

生
委

員
、
消

防
団

、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等

で
の

情
報

共
有

■
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

で
の

連
絡

網
作

成
■

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
企

業
と
の
協

力
体

制

６
）
防

災
関

係
機

関
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

連
携

し
た
情

報
共

有
の

仕
組

み
づ
く
り

①
事

前
事

後
情

報
の

共
有

手
段

・
内

容
の

詳
細

設
定

■
情

報
共

有
の

対
象

・
項
目

の
設
定

■
情

報
共

有
手

段
（
通
信

手
段
）
の
整

備

②
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

情
報

伝
達

体
制

づ
く
り

■
防
災
関
係
機
関
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
間

で
連
絡
網
を
確
保
し
、
避
難
者
を
救
援
で
き
る
体
制
づ
く
り

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
重
点
対
策
一
覧
表
（
平
成

26
年
度

検
討
部
会
）
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重
点

対
策

具
体

的
な
行

動
内

容
（
準

備
・
活

動
）

１
）災

害
時

要
配

慮
者

の
避

難
支

援
・
誘

導
①

災
害

時
要

配
慮

者
の

定
義

■
高
齢
者
、
障
害
者
、
独
居
者
、
他
人
の
助
け
が
な
い
と
避
難
で
き
な
い
人
な
ど

②
災

害
時

要
配

慮
者

の
情

報
開

示
・
把

握
■

要
配

慮
者

の
情

報
開

示
■

対
象

者
の
事

前
調
査

■
家
族

構
成

の
調

査

③
支

援
体

制
の

確
立

／
支

援
者

の
確

保
■

担
当

者
の

選
任

■
支

援
者

の
役

割
分

担
■

当
番

制
で
の

支
援

■
自

治
会

単
位

で
の

支
援

④
災

害
要

配
慮

者
の

避
難

支
援

方
法

■
要

配
慮

者
の

情
報

分
析

■
平

常
時

か
ら
の

「
早
期

避
難
」
の
周
知

■
避
難
可
能
場
所
の
確
保
（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
活
用
な
ど
）

■
【
公

助
】
道

路
の
交

通
規
制

（一
方

通
行

な
ど
）

⑤
災

害
時

要
配

慮
者

へ
の

防
災

学
習

■
防

災
学

習
の

実
施

（老
人

会
の

集
会
な
ど
で
周

知
）

⑥
自

主
防

災
組

織
の

体
制

づ
く
り

■
役

割
分

担
の

明
確

化
■

事
前

に
集

合
し
て
組

織
化

（
早

め
の

行
動
）

２
）地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性

化
①

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

組
織

体
制

の
見

直
し

■
旧

来
住

人
と
新

規
住

人
の
交

流
■

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
収

容
力

ア
ッ
プ

■
組

織
間

の
横

の
つ
な
が

り
の

強
化

■
「
防

災
」
の

名
の
も
と
の

顔
合

わ
せ

②
防

災
活

動
・
防

災
訓

練
の

実
施

■
自

治
会

長
対

象
の

防
災
訓

練
の
実

施
■

防
災

活
動

を
通
じ
て
活

性
化

③
交

流
活

動
の

実
施

／
イ
ベ
ン
ト
の

活
用

■
自

治
会

同
士

の
交

流
■

土
器

川
水

防
の

パ
ネ
ル

展
示

■
「
や
よ
い
祭
」
で
人
を
集
め
て
活

性
化

④
広

報
活

動
の

実
施

／
メ
デ
ィ
ア
の

活
用

■
Ｈ
Ｐ
開

設
に
よ
る
情
報

発
信
（
「住

み
た
く
な
る
土

器
」
Ｈ
Ｐ
作
成

中
）

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情

報
誌

の
配

布
■

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
た
広

報

⑤
地

域
情

報
の

周
知

■
寄

り
合

い
等

で
地

域
情

報
の

周
知

・案
内

■
地

域
の

危
険

箇
所
の

提
示

■
【
公

助
】
河

川
整
備

・堤
防

整
備

の
実
施

３
）避

難
所

の
開

設
準

備
や

運
営

の
支

援
①

連
絡

体
制

・
連

絡
手

段
の

確
保

■
連

絡
網

（
電

話
、
メ
ー
ル

）
の

再
確
認

■
無

線
（
ハ

ン
デ
ィ
）
な
ど
の

活
用

②
避

難
の

た
め
の

事
前

準
備

■
防

災
準

備
の

話
し
合

い
■

避
難

所
へ

の
備

蓄
品

設
置

の
活

動

③
避

難
所

運
営

訓
練

の
実

施
■

Ｈ
Ｕ
Ｇ
の

活
用

■
小

学
校

や
自
主

防
災
組

織
で
の

訓
練

④
避

難
所

の
運

営
方

法
■

避
難

所
で
の

役
割

（
リ
ー
ダ
ー
な
ど
）

■
受

付
の

シ
ス
テ
ム
化

（
Ｐ
Ｃ
準

備
）

⑤
避

難
所

で
の

必
要

物
の

準
備

・持
込

■
必

要
物

資
（
毛

布
、
段

ボ
ー
ル

、
食

料
品

な
ど
）
の
用

意
・持

込
■
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置

⑥
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主

体
の

避
難

所
運

営
■

食
事

の
準

備
■

物
資

配
給

の
手

伝
い

■
受

付
・
接

待
■

会
場

の
片

付
け

４
）地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

の
連

絡
体

制
の

強
化

①
連

絡
網

・
連

絡
手

段
の

確
保

■
連
絡
網
の
充
実

■
メ
ー
ル
一
斉
配
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築

■
一

斉
メ
ー
ル

や
Ｈ
Ｐ
で
の

情
報

共
有

②
学

校
や

事
業

所
と
の

連
携

■
学
校
メ
ー
ル
の
利
用

■
連
絡
網
に
会
社
を
追
加

■
学
校
単
位
の
連
絡
網

③
役

割
分

担
の

設
定

／
担

当
者

の
確

保
■

要
配

慮
者

の
担

当
者

の
選

任
■

民
生

委
員

の
活

用

④
自

治
会

に
加

入
し
て
い
な
い
住

民
へ

の
対

応
／
自

主
防

災
組

織
に

よ
る
対

応
■

自
治

会
へ

の
参

加
の

呼
び
か

け
■

【
公

助
】
自

治
会

へ
の

参
加
要

請
■

情
報

共
有

で
き
る
場

の
設

置
■

自
主

防
災

組
織

の
充

実

⑤
交

流
会

・
勉

強
会

の
実

施
■

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
交

流
会

、
勉

強
会

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
自

治
会

単
位
で
の

実
施

５
）事

業
所

に
よ
る
地

域
支

援
①

協
議

会
の

設
置

■
協

議
会

（
検

討
の

場
）
の
設

置
■

団
体

（
会

）
か

ら
行

政
へ
の
要

望

②
資

機
材

や
場

所
の

提
供

■
避
難
場
所
と
の
契
約
連
携

■
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
発
着
場
所
（
丸
亀

病
院

）
■
車
両
や
場
所
（
土
の
う
ス
ペ
ー
ス
な
ど
）
の
提
供

③
避

難
支

援
・
避

難
誘

導
の

方
法

■
構

内
放

送
の

活
用

し
て
避

難
場
所

へ
の
誘

導
■

会
員

企
業

へ
の

情
報

発
信

■
来

客
者

や
障

害
者

（社
員

）の
避
難

誘
導

■
【
公

助
】
避
難
所

へ
の

連
絡
対

応

④
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対

応
と
地

域
支

援
の

配
分

調
整

■
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
会

社
を
守

る
こ
と
）
を
考

え
た
上
で
の

協
力

・支
援
（
力
の

配
分
）

■
企

業
・
市

・
住

民
の

三
者
協

力
体
制

⑤
災

害
復

旧
の

支
援

■
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
よ
る
災

害
対
応

■
災

害
復

旧
時

の
応

援
■

広
域

応
援

共
助
に
よ
る
重
点
対
策
一
覧
表
（
平
成

27
年
度

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
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重
点

対
策

具
体

的
な
行

動
内

容
（
準

備
・
活

動
）

１
）地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
横

の
連

携
体

制
（
連

絡
体

制
）
の

強
化

①
他

組
織

と
の

連
携

■
他

組
織

と
の

交
流

・
定
期

連
絡
・
情
報

共
有
（
自
主

防
災
組

織
、
自
治

会
、

社
会

福
祉

協
議

会
、
民

生
委

員
、
子

供
会

、
老

人
会

、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
、
学

生
な
ど
）

■
新

規
住

民
の

対
応

■
広

域
的

な
子

供
会

の
設

立
■

【
公

助
】
市

単
位
で
の

自
主

防
災

組
織
の

活
動

■
【
公

助
】
企

業
と
の
連

携
サ
ポ
ー
ト

■
【
公

助
】
自

治
会

加
入

の
斡
旋

②
地

区
防

災
計

画
の

作
成

■
災

害
時

の
情

報
連

絡
・共

有
の

シ
ス
テ
ム
化

■
地

区
防

災
計

画
の

検
討
・
作
成

③
医

療
・
行

政
・
防

災
関

係
者

と
の

連
携

■
医
療
関
係
者
や
行
政
・防

災
経
験
者
（
Ｏ
Ｂ
）の

リ
ス
ト
ア
ッ
プ

■
水
門
管
理
者
と
の
連
携

④
防

災
活

動
・
防

災
訓

練
の

実
施

■
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
と
連
携
し
た
防
災
訓
練
や
行
事

■
地

域
合

同
で
の

防
災

訓
練

・避
難
所

運
営
訓

練
■

消
防

団
・
医

療
関

係
者

へ
協
力

要
請

⑤
自

主
防

災
組

織
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応

援
■

避
難

所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応

援
、
参

加
団

体
の
協

力
要
請

■
被

災
地

へ
の

派
遣

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験

⑥
避

難
者

へ
の

対
応

■
【
公
助
】
車
中
泊
し
て
い
る
避
難
者
へ
の
対
応

２
）地

域
連

携
（
防

災
関

係
機

関
、
地

域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
に
よ
る

情
報

共
有

の
仕

組
み

づ
く
り

①
複

数
の

情
報

伝
達

手
段

の
確

保
■
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
活
用

■
内
水
氾
濫
は
“
声
か
け
”
に
よ
る
情
報
伝
達

■
土

器
川

水
位

を
見

な
が

ら
の

避
難

判
断

■
【
公
助
】
防
災
デ
ジ
タ
ル
ラ
ジ
オ
の
活
用
検
討

■
【
公
助
】
丸
亀
市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
活
用
検
討

②
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の

作
成

／
メ
ー
ル

に
よ
る
一

斉
配

信
■

土
器

町
版

の
メ
ー
リ
ン
グ
配

信
■

学
校

な
ど
の

緊
急

連
絡

網
の

活
用

③
地

域
と
行

政
と
の

双
方

向
の

連
絡

■
市

役
所

へ
の

浸
水

情
報
の

連
絡

■
防
災
行
政
無
線
を
活
用
し
た
双
方
向
の
連
絡

■
【
公

助
】
道

路
情
報

の
発
信

④
情

報
伝

達
訓

練
の

実
施

■
防

災
行

政
無

線
の

双
方
向

訓
練

■
地

域
で
の

情
報

伝
達

訓
練

⑤
イ
ベ
ン
ト
や

広
報

誌
の

活
用

■
イ
ベ
ン
ト
（
ま
つ
り
）
を
活

用
し
た
情
報

提
供

■
広

報
誌

へ
の

掲
載

■
積

極
的

か
つ
自

主
的
な
情

報
収

集
の
指

導

⑥
情

報
の

管
理

体
制

の
確

立
■

情
報

管
理

組
織

の
発

足
■

組
織

運
営

方
法

の
設

定
■

管
理

者
の

守
秘

義
務

の
徹

底
■
情
報
の
収
集
と
発
信

３
）災

害
時

要
配

慮
者

と
の

横
の

連
携

体
制

（
支

援
体

制
）
の

強
化

①
災

害
時

要
配

慮
者

の
情

報
開

示
・
把

握
■

要
配

慮
者

の
名

簿
・連

絡
網
の

作
成
・
シ
ス
テ
ム
化

■
避

難
の

状
況

把
握

（入
力

シ
ス
テ
ム
の

作
成

）
■

情
報

公
開

の
範

囲
の

限
定

■
【
公
助
】
連
絡
シ
ス
テ
ム
の

ひ
な
形
作
成

■
【
公

助
】
災

害
時
の

情
報
を
公

開
す
る
法
律

の
制
定

②
支

援
体

制
の

確
立

／
支

援
者

の
確

保
■

要
配

慮
者

と
の

連
絡

方
法
（
電
話

、
代

理
人

）の
作
成

■
団

体
で
の

支
援

■
複

数
の

支
援

者
の

確
保
（
支
援

者
の
自

主
申
告

）
■
近
隣
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り

■
外

国
人

へ
の

対
応

③
自

治
会

未
加

入
者

へ
の

対
応

■
自

主
防

災
組

織
の

充
実

■
検

討
の

場
の

設
置

（地
区

毎
で
の

議
論

・グ
ル
ー
プ
化

、
自

治
会

未
加

入
者
の

援
助
な
ど
）

④
災

害
時

要
配

慮
者

と
の

交
流

活
動

■
自

治
会

役
員

・
民

生
委

員
か
ら
の

声
か
け

■
日

頃
か

ら
の

接
触

・
交
流

⑤
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
の

配
布

■
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
の

全
戸

配
布

⑥
避

難
支

援
／

避
難

所
で
の

支
援

■
リ
ー
ダ
ー
の

確
保

■
避

難
所

で
の

地
区

毎
の

配
置

■
外

国
人

の
対

応
■

支
援

必
要

カ
ー
ド
の

作
成

（
避

難
所

へ
入
所

す
る
時
に
自

主
申

告
）

■
【
公
助
】
避
難
に
必
要
な
車

イ
ス
の
補
助

■
【
公

助
】
避

難
路
の

点
検
・
整
備

共
助
に
よ
る
重
点
対
策
一
覧
表
（
平
成

28
年
度

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
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